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既に離職した方の
再就職の相談窓口

治療のため、休職ている方の
復職の時の相談窓口

両立支援を必要とする患者さんの
スクリーニングを行い、

専門機関につないでいく役割



がん対策推進計画の変化
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本日の内容

病気との共生

生活・福祉について

医療情報の収集について



知っておくと役立つ社会保障について

医療費について

Ｑ．高額な医療費が気になります。

治療費の支払いについて教えてください。

Ｑ．抗がん剤治療や放射線治療、手術等は

どのくらいお金がかかって、健康保険は

適用されるのですか？

限度額適用認定証

高額療養費制度



限度額適用認定（高額療養費）について

区分
所得区分 自己負担限度額

年収 標準報酬月額 ３回目まで ４回目以降

区分ア
約1,160万円
以上

83万円以上 252,600円
＋（医療費－842,000円）✕1％

140,100円

区分イ
約770万～
約1,160万円

53～79万円 167,000円
＋（医療費－558,000円）✕1％

93,000円

区分ウ
約370万～
約770万円

28～50万円 80,100円
＋（医療費－267,000円）✕1％

44,400円

区分エ
約370万円
未満

26万円以下 57,600円 44,400円

区分オ
住民税
非課税世帯

住民税
非課税世帯 35,400円 24,600円

※同一世帯で複数の医療機関を受診したり、同一人が複数の医療機関を受診して、過去１年間(直近の
12カ月)に４回以上高額療養費に該当した場合は、４回目からの自己負担限度額が軽減されます。



限度額適用認定（高額療養費）について

被保険者の所得区分
自己負担限度額

外来（個人ごと） 外来・入院（世帯）

現役並みⅢ
負担割合が3割の方
健保：標準報酬月額83万円以上
または課税所得690万円以上

252,600円+（総医療費-842,000円）×1％

[多数該当：140,100円]

現役並みⅡ
負担割合が3割の方
健保：標準報酬月額53万～79万円
または課税所得380万円以上

167,400円+（総医療費-558,000円）×1％

[多数該当：93,000円]

現役並みⅠ
負担割合が3割の方
健保：標準報酬月額28万～50万円
または課税所得145万円以上

80,100円+（総医療費-267,000円）×1％

[多数該当：44,400円]

一般
健保：標準報酬月額26万円以下
または課税所得 145万円未満

18,000円
(年間上限14.4万円)

57,600円
[多数該当：44,400円]

Ⅱ住民税非課税世帯

8,000円
24,600円

Ⅰ住民税非課税世帯
(年金収入80万円以下など)※ 15,000円



限度額適用認定（高額療養費） （多数該当）



外来の合算、入院と外来の合算、世帯での合算



知っておくと役立つ社会保障について

お金について

Ｑ．治療中、体調が優れず仕事に出れない

日が続いて休んだ場合、生活費・治療

費に困ってしまいます。

傷病手当



傷病手当について

業務外の事由による病気やケガの療養のた
めの休業であること

仕事に就くことができないこと

連続する3日間を含み4日以上仕事に就けな
かったこと

休業した期間について給与の支払いがない
こと



傷病手当について

受け取れる金額は、
基本給（標準報酬月額）の
２／３程度



知っておくと役立つ社会保障について

介護保険・・・原則65歳以上の方（第一号）

特定の疾患のある40歳から65歳未満

Ｑ．病気の進行で介護が必要になりました。

高齢者は手続きでる制度があると聞きま

したが、６４歳の私は利用できませんか？

介助なしでは動けないので、困っています。



介護保険の 40歳から65歳未満の特定疾患

がん
筋萎縮性側索硬化症、後縦靭帯骨化症、骨折を伴う
骨粗しょう症、多系統萎縮症、初老期における認知症
（ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ病、脳血管性認知症等）、脊髄小脳変性症、
脊柱管狭窄症、早老症（ｳｪﾙﾅｰ症候群等）、糖尿病性
神経障害、糖尿病性腎症及び糖尿病性網膜症、脳血
管疾患（脳出血、脳梗塞等）、進行性核上性麻痺、大
脳皮質基底核変性症及びﾊﾟｰｷﾝｿﾝ病、閉塞性動脈硬
化症、関節ﾘｳﾏﾁ、慢性閉塞性肺疾患（肺気腫、慢性
気管支炎等）、両側の膝関節または股関節に著しい変
形を伴う変形性関節症



介護保険について

分類 介護保険適用サービス サービス内容

訪問サービス

訪問介護
利用者の自宅に訪問して買い物
や掃除、食事や排せつの介護な
どを行う

訪問入浴介護
利用者の自宅に訪問して移動式
浴槽による室内での入浴などを行
う

訪問看護

利用者の自宅に訪問して、医師の
指示に基づく医療処置、医療機器
の管理、床ずれ予防・処置などを
行う

訪問リハビリテーション
利用者の自宅に訪問してリハビリ
テーションの指導・支援などを行う



介護保険について

分類 介護保険適用サービス サービス内容

通所サービス

通所介護

施設に通ってきた利用者に、食
事や排せつの介護、リハビリや
レクリエーションなどを提供する

通所リハビリテーション

短期入所サービス

短期入所生活介護

施設に利用者を一定期間受け
入れ、食事や排せつの介護、リ
ハビリやレクリエーションなどを
提供する

短期入所療養介護



介護保険について

分類 介護保険適用サービス サービス内容

その他サービス

特定施設入居者生活介護

有料老人ホームやグループハウス
などにおいて、食事や排せつの介
護、リハビリやレクリエーションなど
を提供する

福祉用具貸与
利用者に、車椅子や特殊ベッドなど
の福祉用具をレンタルする

特定福祉用具販売
利用者に、腰掛便座、特殊尿器、入
浴補助用具などの福祉用具を販売
する

住宅改修費支給
利用者の自宅に、手すりの取り付
け、段差解消などの小規模な改修
を実施する

居宅療養管理指導
利用者の自宅に訪問して、療養上
の管理・指導・助言などを行う

居宅介護支援
利用者の依頼の下で、身体・生活
状況、本人・家族の希望に沿ったケ
アプランを作成する



介護保険について

①要介護認定
の申請

• 市役所もしくは地域包括支援センターで申請の手続きができま
す。介護保険被保険者証を持って、申請に行ってください。

②訪問調査と

認定審査

• 心身の状態を確認するため、市役所の職員が訪問して聞き取り
調査をします。在宅主治医が作成する意見書と併せて、介護認
定審査会で介護度を決定します。

③認定結果の

通知

• 介護認定審査会で決定した介護度の結果が市役所から通知さ
れます。

④ケアプランの

作成

• どのように介護保険サービスを利用するか、ケアマネージャーと
相談して、ケアプランを作成します。

⑤介護サービス
の開始

• ケアプランに基づき、保健・医療・福祉の総合的にサービス利用
をしていきます。
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生活・福祉について

医療情報の収集について



医療情報の入手源

医療従事者からの情報

友人や知人からの情報

医療従事者向けの専門書籍

一般市民向けの本や雑誌等からの情報

新聞やTVからの情報

インターネットからの情報

患者団体からの情報

各種相談窓口での情報



医療情報の分布図

分
か
り
や
す
い

分
か
り
に
く
い

手に入れやすい

手に入れにくい

字の大きさ＝信頼度

★膵癌診療ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ
★膵癌取扱い規約

★患者さんのための
膵臓がん診療ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

★膵臓がんの概観

★看護師との対話

★相談センターでの相談

★患者実体験

★患者の知人の話

★主治医との対話

★専門医との対話

★新聞・雑誌

★研究発表・論文等

患
者
会



医療情報の入手源の傾向

診断を受ける前＝漠然としている

診断を受けた後＝具体的になる

新聞やTVからの情報

一般市民向けの本や雑誌等からの情報

インターネットからの情報

医療従事者向けの専門書籍

医師や看護師からの情報



医療従事者向けの専門書籍

特徴

一例

専門的な情報を得る事ができる。

専門的な知識がないと理解するのが難しい。

科学的根拠に基づいた膵癌診断ガイドライン

膵癌取扱い規約



医療従事者向けの専門書籍



一般市民向けの本や雑誌等からの情報

最新情報

最新の医療者向け
の診療ガイドライン
を基に患者さん向
けに再稿した書物。

2019年版

2019年12月販売予定



尾道総合病院 ホームページ



国立がん研究センター がん対策情報センター



国立がん研究センター がん対策情報センター



Pan CAN Ｊａｐａｎ



Pan CAN Ｊａｐａｎ



緩和ケア



各種相談窓口等での情報

地域がん連携拠点病院相談支援センター

国立がんセンター相談支援センター

各地県がんセンター相談支援センター

日本対がん協会

財団法人癌研究会

患者支援団体

広島がんサポート など



当院では

中央待合ロビー直近
情報サロン

中央待合ロビー直近
医療福祉支援センター



多様な情報と患者さんの状態・病状とのマッチング

病院

医師 看護師

医療従事者からの情報

友人や知人からの情報

医療従事者向けの専門書籍

一般市民向けの本や

雑誌等からの情報

新聞やTVからの情報

インターネットからの情報

患者団体からの情報

各種相談窓口での情報
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★看護師との対話

★相談センターでの相談

★患者実体験

★患者の知人の話

★主治医との対話

★専門医との対話

★新聞・雑誌

★研究発表・論文等
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者
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